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２．標準化に関するディスカッション型研修

Ⅰ．ディスカッション型研修
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⚫ 「知財・標準化を活用したビジネス戦略 事例研究」と題し、標準化の専門機関であ
る日本規格協会（JSA）より講師をお招きし、実際に標準化を行った事例を取り上げ、
グループワークにより知財・標準化を活用した戦略立案を模擬実践。

⚫ ディスカッションの成果物を受講者全員で共有。講師による講評とあわせて、標準化
を活用した戦略の様々な可能性を各受講生が習得。

【ディスカッションの検討課題】

＜前提＞

⚫ 中小企業A社が開発した○○○

⚫ 特長、現在の知財保護、販売状況・・・など

＜検討課題＞

1. 知財と標準化の範囲はどのように設定すべきか？
（オープンクローズ戦略）

a. 秘匿する範囲
b. 特許権利化範囲
c. 標準化範囲

2. 標準の種類は何を選択すべきか
a. 試験方法規格
b. 製品規格
c. その他

受講生同士が知見を共有し、戦略を立案





ルール形成戦略に関する研修

Ⅱ．座学研修（オンライン形式）
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⚫ ビジネス戦略としてルール形成戦略を活用するにあたっては、技術や知的財産に関す
る知識はもちろん、経営学や地政学の知識も必要とされる。とりわけ、必要な「エコ
システム」を把握し、バリューチェーンやステークホルダーの全体像を特定するプロ
セスを理解することはルール形成戦略立案の肝。

⚫ このことに鑑み、「知財専門家が知るべきルール形成とビジネス～知財・標準化一体
的活用～」と題し、経済産業省の「ルール形成戦略研修」でも講師を務める大学教授
を講師としてお招きし、知財・標準化一体的活用の基礎から、知財専門家が担うべき
“深層”までを解説する2回シリーズの研修を実施。

【基礎編】

⚫ 日時：令和6年2月15日（木）16：00 ～ 17：30

⚫ 形式：オンライン（Zoomウェビナー）

⚫ 定員：500名

【ビジネスモデル編】

⚫ 日時：令和6年3月7日（木）14：00 ～ 15：30

⚫ 形式：オンライン（Zoomウェビナー）

⚫ 定員：500名

具体的に弁理士としてどのように戦略提案を
していくことが考えられるのかを解説

ルール形成戦略を立案するために必要な知識
を幅広く解説


